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第１章 調査目的・調査概要 

第１章  調査目的・調査概要 
 
1．調査の目的 

本調査は，県内で活動する民生委員・児童委員や関係機関を対象としたアンケート調査により，当
事者・家族の状況や，関係機関の取組状況などの傾向を把握し，県及び市町村における今後のひきこ
もり施策の基礎資料とすることを目的として実施した。 

 
2．調査の概要 

(1) 民生委員・児童委員 
① 調査対象 

    県内で活動する民生委員・児童委員（対象 4,222 名） 
  ② 調査概要 

各市町村民生委員児童委員協議会を通じて，調査対象者に調査票を配付し，自らが担当する地
域のひきこもり状態にある方の状況等について回答してもらう。 

  ③ 調査実施期間 
    令和４年８月〜12 月 
  ④ 調査票回収率 
    72.5％（回収数 3,060 件/配付数 4,222 件/） 
 

(2) 関係機関 
① 調査対象 

    ひきこもり地域支援センター，市町村相談機関（ひきこもり相談窓口，自立相談支援機関
等），保健所，精神保健福祉センター，社会福祉協議会，民間支援団体（NPO 法人等） 等 

  ② 調査概要 
関係機関に電子メールで調査票を送付し，当事者・家族の状況や取組状況について回答 
※相談実績に関する設問(問５から問 15 まで)については，令和 3 年度中(令和 3 年４月１日ら

令和４年３月 31 日まで)の実績 
  ③ 調査実施期間 
    令和４年 12 月〜令和５年２月 
  ④ 回答数 
    81 機関 
 

(3) ひきこもりの定義 
この調査では，内閣府が過去に実施した調査を参考に「狭義のひきこもり」に該当するような方

を「ひきこもり」とした。 
１５歳から６４歳までの(ア)，(イ)いずれかに該当する方 
（ア） 仕事や学校に行かず，かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに，６か月以上続けて

自宅にひきこもっている状態の方 
（イ） 仕事や学校に行かず，時々買い物などで外出することはあるが，６か月以上続けて家族
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第１章 調査目的・調査概要 

以外の人との交流がない方 
※ ただし，重度の病気や障害等のため，外出できない人は除く。 

 
(4) 留意点 

  ・回答の比率は，その設問の回答者数を基数として算出し，小数点第２位を四捨五入している 
  ため，百分比の合計が 100.0％にならないことがある。 
  ・複数回答の設問の場合，回答は選択肢の有効回答数に対しそれぞれの割合を示しており，そ         

の比率の合計が 100.0％を超える場合がある。 
 

(5) 内閣府の調査概要（参考データ） 
  当報告書には，類似調査との比較分析のため，内閣府が実施した「平成 27 年 若者の生活に関す

る調査」，「平成 30 年 生活状況に関する調査」の調査結果（抜粋）を記載している。 
  調査の概要は以下のとおり。 
  ただし，本県の調査とは抽出方法が異なるため，単純比較できないことに留意する必要がある。 

 

調査名 平成27年 若者の生活に関する調査 平成30年 生活状況に関する調査 

調査目的 

「ひきこもり」に該当する子供・若者の
人数やそのきっかけ、必要としている支
援内容などについて調査することで、
「ひきこもり」をはじめとする困難を有
する子供・若者への地域支援ネットワー
クの形成促進につなげることを目的とし
て実施。 
 

ひきこもり状態にある者の推計値や、ひ
きこもり状態になってからの期間、ひき
こもり状態となったきっかけ等について
調査し、40歳以上でひきこもり状態にあ
る者の状況等について把握することで、
子供・若者がひきこもり状態となること
を防ぐために必要な施策や、ひきこもり
の長期化を防ぐための適切な支援を検討
するための基礎データを得ることを目的
として実施。 
 

調査対象 

全国の市区町村に居住する満15歳から満
39歳の者、本人5,000人と同居する成人
家族 
 

全国の市区町村に居住する満40歳から満
64歳の者、本人5,000人と同居する成人 
 

調査方法 調査員による訪問留置・訪問回収 
 

調査員による訪問留置・訪問回収 

調査期間 平成27年12月 
 

平成30年12月 

ひきこもり
群の定義 

「Ｑふだんどのくらい外出しますか。」について、 
【趣味の用事のときだけ外出する】と回答した者を『準ひきこもり』と定義し、 
【近所のコンビニなどには出かける】、【自室からは出るが、家からは出ない】、【自
室からほとんど出ない】と回答した者を『狭義のひきこもり』と定義し、『準ひき
こもり』と『狭義のひきこもり』の合計を『広義のひきこもり』と定義。 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

第２章  調査結果（民生委員・児童委員） 
 
■圏域別の回答状況（民生委員・児童委員） 
 
 
 
 
【単純集計結果】 
1．担当する地域での「ひきこもり状態にある方」の有無 

問１ あなたの担当する地域にひきこもり状態にある方はいますか。 
 
 
 
 
 
 
 
担当地区におけるひきこもり状態にある方の有無については、「いる」21.6％、「いない」44.0％と

なっている。なお、「わからない」が33.4％となっており、担当地区にひきこもり状態にある方がいる
かどうかを把握できていない民生委員・児童委員が一定数いることがうかがえる。 

 
2．「ひきこもり状態にある方」を知ったきっかけ 

問２ 問１で１ いると答えた方にお聞きします。担当する地域にひきこもり状態にある方がいるこ
とをどのような方法で知りましたか。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
民生委員・児童委員がひきこもり状態にある方の存在を知ったきっかけについては、「近隣住民から

の情報提供（相談）」が45.4％と最も多く、以下「各世帯の見守りや安否確認時」38.9％、「当事者の
家族からの相談」17.4％、「関係機関からの情報提供」10.4％となっている。 

「いる」と回答した人に対して把握
している「ひきこもり状態にある方
の人数」を聞いたところ， 
鹿児島県全体で，916 人 
であった。※詳細は６頁へ。 

圏域

配布数 （人）
回答者数（人）

回答者率（％）

熊毛

951 375 3,060

奄美 計

1,313 438 618 583 677 148 445 4,222

鹿児島 南薩 北薩 姶良・伊佐 大隅

510 346 492 72 314

72.582.5 59.3 72.7 48.6 70.672.4 85.6
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

3．ひきこもりに関する相談を受けるにあたり困ること 
問３ ひきこもりに関する相談を受けるにあたり，困ることは何ですか。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

困ることとして多く挙げられているのが、「当事者がいる家庭の状況の把握が難しい」で36.3％となっ
ており、以下「ひきこもりに関する知識がなく，支援方法がわからない」31.4％，「本人や家族が，他の
人に相談することに抵抗している」23.9％，「関わりを拒否される」21.2％となっている。 

 
 

4．ひきこもりに関する支援策で，必要と思われるもの 
問４ ひきこもりに関する支援策で，必要と思われるものは何ですか。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひきこもりに関する支援策で、必要と思われるものについては、「関係機関同士の情報の共有や連携
の強化」が38.6％と最も多くなっている。 

以下「身近なひきこもり相談窓口の設置及びその周知」32.8％、「支援する側の知識・スキル向上の
ための研修会の実施」30.8％、「本人の自立に向けた社会復帰訓練等ができる場所の充実」28.4％とな
っている。 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

5．「ひきこもり状態にある方」の圏域毎の人数と割合 
  今回の調査において，「ひきこもり状態にある方」の人数は 916 人であった。 
  また，人口当たりの「ひきこもり状態にある方（狭義のひきこもり）」の割合は 0.11％（15〜39 歳

0.09％，40 歳〜64 歳 0.11％）であった。（令和４年 10 月１日時点鹿児島県推計人口の 15 歳〜64 歳ま
での人口 807,158 人に占める割合） 

  圏域毎の人口当たりの「ひきこもり状態にある方（狭義のひきこもり）」の割合は，南薩圏域が
0.23％で一番高く，鹿児島圏域が 0.07％と低くなっており，圏域毎によってもひきこもり状態にある
方の把握の難しさがうかがえる。 

         
    【圏域毎のひきこもり状態にある方の人数】  【圏域毎の 15 歳〜64 歳の人口当たりの割合】                                    
                            
 
 
 
 
 
                             
 
 
【参考データ（内閣府調査）】 
  ■（内閣府『平成27年 若者の生活に関する調査（満15歳〜39歳が対象）』より） 
 
 
 
 
 
 
 
  ■（内閣府『平成30年 生活状況に関する調査（満40歳〜64歳が対象）』より） 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

6．性別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ひきこもり状態にある方の性別については、「男性」70.4％、「女性」24.3％となっており、男女比は
概ね3：1となっている。 
 
 
 
【参考データ（内閣府調査）】 
  ■（内閣府『平成27年 若者の生活に関する調査（満15歳〜39歳が対象）』より） 
 
 
 
 
 
  ■（内閣府『平成30年 生活状況に関する調査（満40歳〜64歳が対象）』より） 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

7．年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひきこもり状態にある方の年齢（年代）は、「40歳代」が236人と最も多く、以下「50歳代」207人、
「30歳代」165人となっており，就職氷河期世代に多く見られることがうかがえる。 

また、性別／年齢別の状況について、男女で大きな違いは見られないものの、30歳代以上では男性の
比率が高く、逆に20歳代以下では女性の比率がやや高くなっていることがうかがえる。 
 ※就職氷河期世代…バブル崩壊後の1990〜2000年代，雇用環境が厳しい時期に就職活動を行い，現在 
  も様々な課題に直面している方々。 
 
 
【参考データ（内閣府調査）】 
  ■（内閣府『平成27年 若者の生活に関する調査（満15歳〜39歳が対象）』より） 
 
 
 
 
 
  ■（内閣府『平成30年 生活状況に関する調査（満40歳〜64歳が対象）』より） 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

8．同居家族構成（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同居家族構成は、「父母」が62.4％と最も多く、以下「単身」23.4％、「兄弟姉妹」13.6％となってい
る。 
 
 
 
9．世帯の家計収入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世帯の家計収入は、「該当者以外の年金」が32.6％と最も多く、以下「不明」27.6％、「該当者以外の
給与等所得」26.1％となっている。 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

10．外出の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外出の状況は、「買い物程度の外出はある」が 43.9％と最も多く、以下「ほとんど外出していない」
37.7％、「不明」15.6％となっている。 
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11．ひきこもり状態にある期間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひきこもり状態にある期間は、「10 年以上」が 321 人と最も多く、以下「不明」190 人、「５〜10 年

未満」143 人、「１〜３年未満」102 人となっている。 
 
 
 
【参考データ（内閣府調査）】 
  ■（内閣府『平成27年 若者の生活に関する調査（満15歳〜39歳が対象）』より） 
 
 
 
 
 
  ■（内閣府『平成30年 生活状況に関する調査（満40歳〜64歳が対象）』より） 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

12．ひきこもり状態になったきっかけ（複数回答可） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひきこもり状態になったきっかけは、「不明」が40.8％と最も多く、以下「職場になじめなかった」
15.1％、「不登校（小学校・中学校・高校）」14.8％，「病気」12.2%となっている。 
 
 
【参考データ（内閣府調査）】 
  ■（内閣府『平成27年 若者の生活に関する調査（満15歳〜39歳が対象）』より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11



第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

 
  ■（内閣府『平成30年 生活状況に関する調査（満40歳〜64歳が対象）』より） 
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13．現在受けている支援（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在受けている支援について、「不明」が 39.7％と最も多く、以下、「支援を受けていない」31.7％、
「行政機関による相談支援（市町村・社会福祉協議会・保健所等）」9.1％，「生活保護」7.8%となって
いる。 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

買い物程度の外出はある ほとんど外出していない 不明 無回答
15〜19歳 26.2 47.5 19.7 6.6
20〜29歳 29.9 41.4 27.6 1.1
30〜39歳 38.2 41.2 17.0 3.6
40〜49歳 47.9 38.1 11.9 2.1
50〜59歳 52.2 32.4 14.0 1.4
60〜64歳 55.7 32.1 9.4 2.8
不明 31.5 38.9 22.2 7.4

【クロス集計結果】 
14．「年齢」×「外出の状況」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 外出の状況を年齢別に見ると，若年層（15〜39 歳）では「ほとんど外出していない」が多く，中高年
層（40〜64 歳）では「買い物程度の外出はある」が多くなっている。 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

1年未満 1〜3年未満 3〜5年未満 5〜10年未満 10年以上 不明 無回答
15〜19歳 10.7 42.9 21.4 7.1 3.6 10.7 3.6
20〜29歳 4.9 19.8 14.8 34.6 7.4 16.0 2.5
30〜39歳 0.6 9.6 8.3 17.8 39.5 23.6 0.6
40〜49歳 1.3 5.7 7.9 14.5 46.5 22.8 1.3
50〜59歳 1.5 8.5 4.5 15.9 45.3 23.4 1.0
60〜64歳 3.1 13.4 8.2 12.4 42.3 18.6 2.1
不明 4.2 8.3 8.3 12.5 27.1 35.4 4.2

15．「年齢」×「ひきこもり状態にある期間」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ひきこもり状態にある期間を年齢別に見ると，15 歳〜19 歳では「１〜３年未満」が 42.9％と多く，
20 歳〜29 歳では「５〜10 年未満」が 34.6％と多くなっている。 
 30 歳代以上では，すべての年代で「10 年以上」が多くなっている。 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

不登校
（小学校・
中学校・高
校）

受験に失
敗した
（高校・大
学）

就職活動
がうまく
いかな
かった

職場にな
じめな
かった

家族関係 病気 妊娠した 退職した

介護・看
護を担う
ことに
なった

その他 不明 無回答

15〜19歳 72.1 0.0 1.5 0.0 7.4 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 4.4
20〜29歳 32.4 0.9 4.6 13.0 7.4 4.6 0.0 2.8 0.0 4.6 25.0 4.6
30〜39歳 16.7 0.5 9.1 13.4 7.0 7.5 1.1 2.2 0.0 3.8 33.9 4.8
40〜49歳 3.8 0.7 7.3 18.1 9.4 9.4 0.0 3.8 2.4 5.6 34.5 4.9
50〜59歳 2.4 0.8 4.1 13.9 7.3 14.7 0.0 6.1 1.6 4.9 39.2 4.9
60〜64歳 2.5 0.0 4.1 8.3 3.3 17.4 0.8 1.7 4.1 12.4 40.5 5.0
不明 1.9 0.0 0.0 5.6 7.4 13.0 0.0 1.9 0.0 7.4 59.3 3.7

16．「年齢」×「ひきこもり状態になったきっかけ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ひきこもり状態になったきっかけを年齢別に見ると，30 歳代以下では「不登校（小学校・中学校・高
校）」が多くなっている。 
 40〜49 歳では「職場になじめなかった」が 18.1％と多く，50 歳代以上では「病気」が多くなってい
る。 
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第２章 調査結果（民生委員・児童委員） 

生活保護
医療機関等によ
る支援（通院
等）

行政機関による
相談・支援
（市町村・社会
福祉協議会・保
健所等）

NPO等の民間団
体による相談・
支援

同居家族が介護
サービスを利用
している

支援を受けてい
ない

過去は支援を受
けていたが，現
在は受けていな
い

その他 不明 無回答

15〜19歳 3.3 4.9 14.8 4.9 1.6 31.1 0.0 6.6 24.6 8.2
20〜29歳 1.0 5.2 7.2 2.1 0.0 30.9 3.1 1.0 42.3 7.2
30〜39歳 6.2 7.3 10.2 0.0 0.6 32.2 1.1 0.6 35.6 6.2
40〜49歳 6.0 2.4 6.4 0.4 1.2 35.7 0.8 1.6 38.2 7.2
50〜59歳 10.0 4.8 9.2 1.3 2.2 26.6 1.3 2.2 35.4 7.0
60〜64歳 15.0 6.2 8.8 0.9 1.8 22.1 0.9 2.7 34.5 7.1
不明 3.7 3.7 3.7 0.0 0.0 16.7 3.7 5.6 55.6 7.4

17．「年齢」×「現在受けている支援」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 現在受けている支援を年齢別に見ると，15〜19 歳を除くすべての年代で「不明」が多くなっている。
「不明」を除くと，すべての年代で「支援を受けていない」が多くなっている。  
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第３章 調査結果（関係機関） 

第３章  調査結果（関係機関） 
 
1．所属種別 

問１ 貴所属について該当するものを一つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．相談体制 
問２ ひきこもりに係る相談体制について該当するものを一つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ひきこもり専用の相談窓口ではないが，相談窓口を設置しており，業務の一環としてひきこもりに
係る相談にも応じている」という相談体制が59.3％と最も多く，以下「相談窓口は設置していないが，
ひきこもりに係る相談や問合せを受け，対応することがある」25.9％，「ひきこもりに係る相談や問合
せが寄せられることはない」9.9％，「ひきこもり専用の相談窓口を設置している」4.9％となってい
る。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

3．相談方法 
問３ 貴所属で実施している相談方法として，該当するものをすべて選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談方法は，「対面（来所）」97.5％，「電話」96.3％とどちらも９割を超え，これらに次いで，
「訪問相談」84.0％，「メール」35.8％，「SNS」11.1％となっている。 
 
4．相談・支援の内容 

問４ 問３で回答いただいたもの以外で，行っている支援について該当するものをすべて選んでくだ
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 問３の回答項目以外の支援としては，「支援情報の提供（他団体の情報含む）」が 49.4％と最も多
く，以下「就労支援」27.2％，「居場所の運営」18.5％となっている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

5．相談実績の有無 
問５ ひきこもりに係る相談実績の有無について該当するものを一つ選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ひきこもりに係る相談があった」が 57 機関で 70.4％，「ひきこもりに係る相談はなかった」が 24
機関で 29.6％となっている。 
 
 
6．相談件数（延べ件数） 

問６ ひきこもりに係る相談件数（延べ件数）について相談方法別に件数を御回答ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談方法で最も多かったのが，「電話」で 1,387 件，以下「対面（来所）」1,048 件，「訪問相談」
719 件となっている。 

また，「SNS」712 件，「メール」519 件とオンラインでの相談も多くなっている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

7．相談者数（実人数） 
問７ ひきこもりに係る相談者数（実人数）について相談方法別に人数を御回答ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問６同様「電話」が 397 人，以下「対面（来所）」325 人，「訪問相談」206 人と上位を占める結果
となっている。 

一方，１人当たりの相談件数では，メールが 13.3 件と最も多くなっており，次いで「SNS」4.9 件と
なっている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

8．相談者の当事者との関係 
問８ 問７で回答のあった相談者について，ひきこもり状態にある当事者との関係別に相談者数（実

人数）を御回答ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談者の当事者との関係は，「親」が 38.1％と最も多く，以下「当事者」23.4％，「関係機関」
16.2％となっている。 
 
9．新規相談者数（実人数） 

問９ 問７のうち令和３年度中に初めて相談のあった相談者数（実人数）について相談方法別に人数
を御回答ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 新規相談においても問６同様，「電話」257 人，「対面（来所）」247 人，「訪問相談」130 人とい
う順になっている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

10．当事者の年齢 
問 10 相談・支援の対象となっている当事者の年齢について年齢層別に人数を御回答ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当事者の年齢（年代）は、「40歳代」が136人と最も多く、以下「30歳代」135人、「20歳代」115人
となっており，民生委員・児童委員の調査結果と同様，就職氷河期世代に多く見られることがうかがえる。  

一方，民生委員・児童委員の調査結果と比較し，50 歳代以上の人数が少なくなっている。 
 
11．ひきこもり状態にある期間 

問 11 相談・支援の対象となっている当事者のひきこもり状態にある期間について期間別に人数を御
回答ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひきこもり状態にある期間は，「不明」が 130 人と最も多く，以下「１〜３年未満」113 人，「10 年
以上」101 人，「１年未満」98 人となっている。 

また，民生委員・児童委員の調査結果と比較し，３年未満の人数が多くなっている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

12．ひきこもり状態になったきっかけ 
問 12 相談・支援の対象となっている当事者のひきこもりの状態になったきっかけについて多いもの

を三つまで選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひきこもり状態になったきっかけは，「不登校（小中学校・中学校・高校）」が 50.9％と最も多く，
以下「病気」40.4％，「職場になじめなかった」36.8％となっている。 
 
13．相談開始時の当事者の状態 

問 13 当事者や家族等から最初に相談があったときの当事者の状態として，最も多いものを一つ選ん
でください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談開始時の当事者の状態は，「普段は家にいるが，近所のコンビニなどには外出する」が 40.4％と
最も多く，以下「自室からは出るが，外出はしない」29.8％，「自室からほとんど出ない」15.8％とな
っている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

14．同居家族構成 
問 14 相談・支援の対象となっている当事者について同居者の有無等別に人数を御回答ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 同居家族構成は，「父母」が 58.7％と最も多く，以下「兄弟姉妹」14.2％，「同居者なし（単身）」
12.3％となっている。 
 
15．主たる生計維持者 

問 15 相談・支援の対象となっている当事者の主たる生計維持者について当事者との関係別に人数を
御回答ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 主たる生計維持者は，「父母」が 53.6％と最も多く，以下「不明」22.4%，「生活保護受給」8.4％，
「当事者」7.3％となっている。 
 

25



第３章 調査結果（関係機関） 

16．相談者を他機関につなぐ場合の対応 
問 16 相談者を貴所属から他の機関等につなぐケースについてどのように対応しているか，最も多い

ものを一つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 相談者を他機関につなぐ場合の対応は，「相談者・支援機関双方に対し情報を提供する」が 58.0％と
最も多く，以下「相談者が支援機関等に行く際に同行し，支援の経過等を支援者間で共有する」
21.0％，「相談者に対し支援機関等に関する情報を提供する」16.0％となっている。 
 
17．当事者の行動範囲に見られた変化 

問 17 相談・支援を継続して行う中で当事者の行動範囲に見られた変化について，多いものを三つま
で選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 当事者の行動範囲に見られた変化は，「目立った変化は見られなかった」が 43.2％と最も多く，以下
「自宅から出られるようになった（コンビニでの買い物など）」22.2％，「就職・就学に向けて活動を
はじめた」18.5％となっている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

18．若年層への相談・支援において課題と感じていること 
問 18 若年層（15〜39 歳まで）のひきこもりに係る相談・支援において，貴所属が課題と感じている

こととして，主なものを三つまで選んでください。 
19．中高年層への相談・支援において課題と感じていること 

問 19 中高年層（40〜64 歳まで）のひきこもりに係る相談・支援において，貴所属が課題と感じてい
ることとして，主なものを三つまで選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 若年層への相談・支援において課題と感じていることは，「家族からの相談があっても，当事者が相
談・支援を望んでいない」が 59.3％と最も多く，以下「地域にひきこもりに係る支援の社会資源（居場
所や家族会等）がない」37.0％，「ひきこもりに係る知識や支援ノウハウを有していない」30.9％とな
っている。 

中高年層への相談・支援において課題と感じていることは，若年層における課題と同様「家族からの
相談があっても，当事者が相談・支援を望んでいない」が 56.8％と最も多く，以下「相談・支援に至る
までに長期間経過しており，対応が難しい」40.7％，「地域にひきこもりに係る支援の社会資源（居場
所や家族会等）がない」30.9％となっている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

20．関係機関等との連携の現状 
問 20 貴所属がひきこもりに係る相談・支援において，連携している関係機関等をすべて選んでくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 連携している関係機関は，「民生委員・児童委員」が 60.5％と最も多く，以下「保健所・保健センタ
ー」56.8％，「市町村相談機関」55.6％，「地域包括支援センター」51.9％，「医療機関」44.4％とな
っている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

21．地域における連携ネットワークの状況 
問 21 地域におけるひきこもりに係る相談支援体制連携ネットワークの現状について，あてはまるも

のを一つ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
地域における連携ネットワークの状況は，「相談支援体制連携ネットワークは構築していないが，個

別ケースにおいて日常的に関係機関等と連携している」が 51.9％と最も多く，以下「ひきこもりに係る
相談・支援に特化した相談支援体制連携ネットワークは構築していないが，既存の他の会議体などにお
いてひきこもりに係る連携も行っている」25.9％，「相談支援体制連携ネットワークは構築しておら
ず，個別ケースで連携することもほとんどない」13.6％となっている。 
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第３章 調査結果（関係機関） 

22．今後必要な支援 
問 22 ひきこもりに係る支援について，行政や支援機関が今後取り組む必要があると思われることを

三つまで選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後必要な支援としては，「支援する側の知識・スキル向上のための研修会の実施」が 60.5％と最も
多く，以下「関係機関同士の情報の共有や連携の強化」51.9％，「本人や家族が気軽に集まれる居場所
の提供」44.4％となっている。 
 
23．情報発信 

問 23 当事者・家族等支援を必要としている人への情報発信について実施しているものをすべて選ん
でください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施している情報発信の方法としては，「ホームページへの掲載」「リーフレット・チラシの作成・
配布」が 35.8％と最も多く，以下「自治体広報紙への掲載」30.9％，「SNS での発信」14.8％となって
いる。 
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第４章 自由記述式調査 

第４章  自由記述式調査 
 
1．自由意見（民生委員・児童委員） 

その他，ひきこもり状態の方の把握や支援について，御意見やお気づきの点がございましたら，自
由に御記入ください。 

 ※ 全ての回答の中から主な御意見を抜粋して掲載しています。 
 
【現状把握困難】 
   近所にひきこもり状態にあるのではないかと思われる方（男性 30 代・両親と同居中）がいらっ

しゃいますが，支援が必要か否かは判断できません。 
   完全なひきこもりではなく，外出・買い物もできるが，就職やアルバイトをしている様子がな

い。裕福な家庭ほど家庭内で秘めているケースが多い。 
   ひきこもりかどうか把握するのは本当に難しいです。他人の話で聞いたとしても，どこまでが本

当の話か分からないし，かといって，その家庭に話を聞きに行くのも躊躇します。 
   ひきこもりは，普段の活動の中では気付きにくく，御家族や近隣の方々の声でしか把握できな

い。今のところ地域にいないのですが，気付いていない方がいるかもしれません。 
   他人には知られたくないとか，プライドなどがあり，話したがらない。どのようなことから進め

ていけばよいか，相手も相当の悩みであり，気軽に声をかけてもよいものかためらいがあります。 
   マンションが多くて，住民の顔が見えないため，把握が難しいです。 
   家族以外の人が訪問すると隠れてしまうので，面会は出来ていません。母親が高齢のため心配で

す。 
   自分の家族にひきこもりの人がいたら，私自身は「家族で何とかします。あまり関わってほしく

ない。」と考える気がします。そのため，あまり積極的な行動は取りたくない気がします。 
 
【相談支援の充実】 
   ひきこもりは，家庭環境，人間関係で追い詰められ，精神的に不安定な方がほとんどです。行政

に繋がる相談窓口が身近にあればと思います。民生委員の声掛け支援は難しいところがあります。 
   ひきこもり状態にある方を抱えた家族（本人もですが〜）は，本当につらくどうしてよいか大変

な状況にあると思います。本人の自立に向けた様々な道を導けるような支援が必要であると思いま
す。 

 
【本人・家族サポート】 
   母子家庭であったが，今年母親が亡くなったため，訪問の上，困っていることはないか聞いた

が，本人は困っていないとのことであった。何かあったら後味が悪いと思うが，どうしようもな
い。 
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   以前，対応したことがありました。その時，学習したことは，まず，その当事者との信頼関係を
築くことだと思いました。親しくなる〜信頼し合うことを大事にと思いました。 

   とても難しい問題である。まずは，御家族との意思疎通，関係機関と時間をかけてじっくり取り
組まなければならないと思います。地域とも繋がっていることを少しでも感じていただけるよう努
力したいです。 

   ひきこもり状態にある人は，それに至った理由がそれぞれ違うので対応が難しいと考えますが，
ケースによっては，ちょっとしたきっかけが解決の糸口になったりすると思われるので，その状態
に至った理由を知るということが支援をしていく上で，最も大切なことだと思います。 

   本人，家族への支援体制の充実が急務，現状はあまりにも不十分。対応出来る人材の確保育成が
急がれる。 

   当家族が現状のままで良い（他者に迷惑も掛けず，相談もせず）のなら話題にできず，そっとし
ておくしかない。 

   個人情報問題を言い出すと，なかなか手が出せない感じを受けますが，地域にいるとするならば
話を聞くことから始めたいと思います。 

   家族の働きかけや出会いによって変わっていく可能性があると考えますので，希望を持って根気
強く，その方の興味，関心のあること，好きなことなどを一緒に見つけてその方向性へ導いてあげ
るきっかけ作り，お手伝いができればよいと思います。 

   一概にひきこもりが悪い（正しくない）とは思いません。傷ついた心を癒やす時間は必要です。
その時間は個人差があり，年単位のことが多いのではないでしょうか。家族にプレッシャーを与え
ず，言葉を選び，見守るだけでも良いと思います。 

   家庭内での困り感がなく，支援に至らない。 
   息子が高校１年の２学期に退学し，半年後に合格した高校も入学式だけ参加。担任の先生は退学

届を出した１年後まで時々顔を見せてくださいました。精神科で診療を受けたが，ひきこもりと言
われ，合点がいかなかった。家に人が来られると挨拶するし，一緒に食事もする。友達が来ると遊
びに行く。これがひきこもりか？と思った。今では，４年生大学を出て，１人で人生を楽しんでい
る。周りの人の助けがありがたかったが，私自身も彼の人生なので自分で決めろという感じで，あ
まり神経質にならなかったのが良かったのではないかと思う。 

   私の住む地域では，ひきこもり状態に該当する方はいますが，通院はできているようです。引き
続き，道路で会ったときには，挨拶をしたり，温かく見守る活動は続けていきたいと思います。 

   本人や家族が支援を受けたくないという場合，その人たちなりに生活を模索しているように思わ
れるので，無理に支援を勧めることなく，見守り，声掛けはまめにしていくべきかなと思います。 

   身内，地域のアドバイザー，民生委員の訪問を受け入れてくださらなかったが，ここ最近親族の
方が訪ねることを受け入れてくださっているようで安心しています。 

   本人が納得しないと関係機関の支援を受けることが困難である。また，家族が本人の改善に向け
て消極的であることに対しどう対処していくかも今後必要と考える。 
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【人材育成】 
   ひきこもり状態にある方にどのような声掛けをしたらよいか分からない。実践的，具体的な事例

等を学びたい。 
   ひきこもり状態が長期になり，今の状態で平穏に暮らせればよいと家族が思っている場合は，も

うそのままでよいのか，それとも積極的に支援すべきかそこが分かりません。 
 
【広報啓発強化】 
   社会的な認知度や緊急性も低いような雰囲気を感じるので，まずは話題にしやすいように「○○

週間」のような働きかけ，きっかけを作ってはどうでしょうか。 
   民生委員など他人を介するには，よほどの信頼関係がないと相談に来られないと思う。ひきこも

り相談窓口等の市民への周知が必要であると思う。 
   啓発を様々なメディア等を通じ広く行う必要があると思います。「ひきこもり」状態をひそひそ

話しでする（せざるを得ない）状態ではいけない。 
   支援できる機関が数多くあることを市報等を通じて，声を出さない（出せない）家族にも知らせ

ていただきたい。 
   パンフレットで，ひきこもりの家族や本人が声を上げやすくするのが大切かと思います。ネット

をしている人が多いかと想像されるので，ネットを使っての働きかけもよいのでは。 
 
【居場所づくり】 
   ひきこもり状態の方は，外との関わりを持つことへの不安や抵抗があると思われます。なので，

家にいても少しずつ外とつながっていけるようなインターネットを利用して，安心感や自信が持て
るような仕組みがあるとよいと考えます。 

   気軽に相談できるところ，家族が集まれる場所があればと思います。本人，家族が一歩踏み出し
てくださればと思います。 

 
【その他】 
   ひきこもるのも本人の権利である。 
   高校卒業後，仕事に就かない方がいらして，心配しながら見守っていました。約５年の年月を自

宅で過ごされ，最近資格を取るため，立ち上がった方がいらっしゃいます。家族や地域の優しい見
守りが実を結んでいるような嬉しい出来事でした。 

   いわゆるゴミ屋敷となっており，セルフネグレクト状態に危機感を覚える。 
   経験者の体験を個人を特定しない内容で公開してはどうか。ひきこもりから脱した方，また周囲

の方でこんな声掛け，関わり方で失敗したとか力になれたとかいうエピソードなど伝えることで参
考になるのでは。 

   行政や民生委員があまり深入りするのもどうかと思う。逆効果になる場合もあると思う。 
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2．自由意見（関係機関） 
その他，ひきこもり状態の方の把握や支援について，御意見やお気づきの点がございましたら，自

由に御記入ください。 
 ※ 全ての回答の中から主な御意見を抜粋して掲載しています。 
 
【現状把握困難】 
   初回訪問等では対応も良いが、日を置いて訪問をすると居留守等を使ってしまう。関係機関につ

なぐも相談支援が進まない状況。 
   令和４年度になって 15 年以上ひきこもり状態にある事例（30 代女性）を把握した。本人は精神

科へ定期受診できており，両親と年金で生活しているため，『困ってない』と主張。実際は生活困
窮状態であるのだが，両親と共依存関係にあり，母からも『放っておいてください』と言われ，な
かなか介入が難しい事例となっている。このような事例がまだまだ地域にはたくさん埋もれている
のではと思うと，実態の把握はかなり難しいのでは，と思うところである。 

   住民から情報は得るものの，家族・当事者にアプローチしてもなかなか対面できず、支援の難し
さを感じている。 

 
【相談支援の充実】 
   当事者や家族との信頼関係を築くためには、支援者の地道な努力と想い、更には時間が必要だと

思います。支援体制（人）の充実を願ってやみません。 
   保健所の保健師は異動があるため，長期的に対象者に関わり，信頼関係を築くことが難しい場合

があるのではないかと思う。 
   ひきこもり状態にある当事者は周囲との関わりを拒絶しているため、解決を図ろうとする場合、

時間をかけて信頼関係の構築から始めていく必要があるが、ひきこもり以外にも複雑化・複合化し
た生活課題を抱える世帯が急増しており、関係機関はそちらの対応にも当たらなければならないた
め、時間をかけて対応に当たる余裕がない。 

 
【本人・家族サポート】 
   同居する家族などと当事者との思いに違いがあるため、家族支援の取組が必要だと感じます。本

人が安心して過ごすことのできる環境作り、なんでも話ができる関係作りが大切で思いを受け止め
られるよう結果にこだわらない支援を行っていきたいと考えます。 

   精神疾患や精神疾患のような症状がある場合、体調不良が多く、訪問し外出を促すが、ほとんど
外出する事が出来ない。また外出が出来たとしても継続する事が難しい。運動量が少ない為、体力
の低下や筋力の低下が強くみられる。 
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   家族がいつかは良くなると話されており、本人への接し方が過保護気味になっている。その為、
家族がほとんどすべての事を行ってしまい、本人自ら考えて行動する力を奪ってしまっているよう
に思われる。 

   本人，家族の困り感がないため，支援につながりにくい。関係機関が状況を把握し，支援につな
げようとしても，家族等が拒否するため，数年単位での関わりが必要となる。担当が変わると，本
人と面接するために，一から信頼関係を構築しなおさなければならず，支援も長期化し，問題もよ
り複雑化，解決困難になりやすいと思う。 

   現在、行政等からの紹介ケースを対象に子ども食堂を実施して支援しています。約８０世帯で親
子 300 人強を支援する中で見えてきたことがあります。ひきこもり状態でも生活費がかかります。
（年間 100 万円強という試算も）行政が関わることが難しいケースに食材支援をするとするりと入
れます。生活雑貨（歯ブラシ・タオル等）も提供します。難しいと感じる就職や自立に向けた話で
はなく、先ずは今日一日を過ごす支援を丁寧にすると信頼関係が築けます。ひきこもりも自己防衛
と捉え、安心すると動きが出てきます。長期化したひきこもりの家族には、親亡き後の生活費の確
保等、プランを提案するのも重要と思っています。 

 
【人材育成】 
   現在支援をしている方は、精神疾患の診断がついているが、発達障害の特性があるように感じて

いる。「自分は何も出来ない。」という強い思い込みが自立への拒否、周囲への依存を成り立たせて
いるように感じる。自尊心を取り戻すことが必要だと感じるが、支援として具体的に何をすること
が本人にとって良いことなのか成功事例等から学ぶ機会が欲しい。 

   ひきこもり者の情報が入っても、アプローチ方法に悩む。（ピンポイントでアプローチを掛けて
よいものか。）家族も相談したことを当事者に知られることを恐れており、尚更介入の仕方に苦慮
している。相談を受けても話を聞くだけに留まり、それ以上の支援に繋げられず関係が切れてしま
う。相談した家族も「結局、行政は何もしてくれない。何もできない。」という思いを強くしてい
るのではと感じる。 

 
【広報啓発強化】 
   地域の福祉団体と連携し、地域住民へのひきこもりに関する理解を深めてもらい、誰もが安心し

て暮らせるよう地域で支え合っていくことが大事と考える。 
 
【居場所づくり】 
   当事者が安心して利用できる居場所（オンライン含む）を作っていく必要があると思います。 
   特に交流や就労といった目的らしい目的が無くても、気軽に行き来が出来る居場所が必要。 
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【関係機関の連携体制構築】 
   ひきこもりについては、年齢層が幅広く、状況も多様であるため、一つの部署や機関では対応す

ることが難しい。そのため、支援ネットワークを作り、連携した仕組みが必要となってくるが、参
加団体にも温度差があり、事務局となる団体に負荷がかかる状況がある。 

 
【支援団体の活動財源確保】 
   地域において、対象者を把握していても、地域住民がどのように接してよいかわからないとの声

を聞き、地域でのひきこもり等に関する理解を深め、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指し
ています。社会福祉協議会だからこそできる支援を行っていきたいですが、自主財源では限りがあ
ります。 

   長期ひきこもり状態の当事者や家族との関わりを通じて感じることは、これまでのひきこもり支
援が実っていないケースが多く、今後、ひきこもり支援を行う各自治体や支援機関に対して、県か
らのサポートや予算をもっと手厚くしていかないと増加を食い止めることは困難と考えます。 

不登校支援や自殺対策、生活困窮も同じく、孤独・孤立を防ぐ対策として、ひきこもり支援単体
ではなく、重層的にプラットフォームを形成していくことも重要である。ただこれは、連携という
形式的なものではなく、充分な予算措置が不可欠と考えます。 
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3．当事者・家族等から寄せられる声（関係機関） 
支援する中で，当事者・家族等から寄せられる声がありましたら，御記入ください。 

 ※ 全ての回答の中から主な御意見を抜粋して掲載しています。 
 
【当事者】 
   オンラインでできる（人と接しない）仕事があればやりたい。1 日２〜3 時間、毎日ではない仕

事であればやれるかも。 
   職場の人間関係で仕事を辞め、精神的にも疲弊していたが、就労意欲が出てきたので支援を受け

たい。 
   中学校から不登校で、10 年くらいほとんど家にいる生活が続いている。このままではいけないと

思うので、仕事探しの支援を受けたい。 
   同じような立場の人と話をしたい。アドバイスが欲しいのではなく，気持ちを共有したい，話を

聞いてほしい。 
   楽をしていない。こんなに苦しいんだと知ってほしい。 
   やらなければいけないという気持ちはあるが、いざとなると体が動かなくなる。 
   過去に就労経験はあるものの、いずれの職場でも人間関係の構築やスキルの習得ができなかった

ことから、自分にとって就労することは不可能であるため、そっとしておいてほしい。 
   いやな思いをしてまで他人と関わりたくない。 
   働けなくても親の年金で生きていけるし、いざとなれば生活保護がある。 
 
【家族等】 
   学校の先生が厳しく，そこから不登校になり，20 年の間，家族以外の人と関わることを避けてき

ました。家事などは進んでしてくれるし，とても気の利く良い子なんですが，家の外に出ることだ
けができないんです。 

   息子がいることを地域に伝えることができなかった。（相談できなかった。） 
   親が亡くなった後、本人が生活できるのか心配。 
   もうこのままでもいいかと思っている。 
   高校中退後 10 数年も自分の部屋から出なかった娘が、働くことはまだ難しいけども、自分の好

きな趣味のために外出してくれるようになって、私の気持ちも軽くなりました。 
   まだまだ娘は家から出ることができませんが、娘と毎月手紙のやり取りをしてくださっていて、

小さいけれども外の世界と繋がっていることを考えると、私もゆっくり娘と歩んでいこうという思
いでいます。 
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第５章  参考資料 
 
1．調査票（民生委員・児童委員用） 
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2．調査票（関係機関用） 
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3．よく出会う場面でのヒント 
（令和２年度厚生労働省委託事業「ひきこもり状態にある方の社会参加に係る調査・研究事業」報告書より抜粋） 

 
【場面１】ひきこもり状態である本人につながることが難しかった                  
 

【具体例】 
  家族との接点はあるものの，ひきこもり状態の本人が部屋から一度も出ることなく，訪問を

重ねても会うことができない。 
  福祉事務所からひきこもり状態の方がいるという情報を得たが，その先にどのようにして支

援につなげればよいかわからない。 
 
 
 

支援のヒント〜支援を通して得られた担当者の学び・気づきより〜 
 
「信じて長期的に支援する」 
  親と話す，部屋の前で何でもないこと（天気など）を話すといったことを繰り返し，手紙を

差し入れたりしながら訪問を継続し，１〜２年がかりで会えるようになった。外出を促す，
気持ちを聞くなど，本人の安全を脅かすような会話はしない方が良い。 

  家庭での暮らしを安心安全なものにし，家族や支援者が信じて待つことが大切。 
  １回の訪問で諦めず，電話連絡や定期訪問など家族とのつながりを継続し続ける。 

 
「会えない場合は手紙で伝える」 
  手紙のやりとりから出向くようになったケースがある。 
  本人の興味関心のあるものに関しての手紙を送り，いつでも相談に乗ると伝え続けた。 

 
 

委員からの助言 
 
  本人と家族を別で考えがちですが，家族も相談の当事者であり，家族の気持ちに寄り添うこ

とが大事です。 
  支援を通して本人に会えない状況というのは多くあるものです。そうなると，ひきこもりの

状態に至るまでのいきさつなどを家族に聞くことで，本人の状況や思いを理解しようとする
ことが、まずは支援の中心になるでしょう。 

  その人がひきこもり状態にあることばかりに注目し、それをどう変化させようかと思って関
わるのではなく、その人を理解したい、出会いたいという気持ちで関わり、その人の思いに
耳を傾ける姿勢が大切です。 
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【場面２】本人への支援の継続が難しかった                            
 

【具体例】 
  親に連れられて支援機関に来所しているが、本人はあまり乗り気ではないように見え

る。 
  はじめに来所して以降、何度か「居場所」に来られたが、あまり意味を感じないと言っ

て来所しなくなってしまう。 
  就労支援機関などいくつかの関係機関へ同行支援を行うものの、本人はやりたいことが

見つからないと言う。 
 
 
 

支援のヒント〜支援を通して得られた担当者の学び・気づきより〜 
 
「信頼関係を構築する」 
  本人の言葉の裏にある気持ちが引き出せるまで、支援者は時間をかけて関係性を築く必

要がある。 
  支援者は裏切られても絶対に裏切らないことを徹底しやっと信頼関係を築けた。 

 
「本人の選択を尊重する」 
  そういう選択肢もある、本人が選んで決めたことを大切にする、と考える。 

 
「急がず長期的な支援を視野に入れる」 
  ひきこもり支援は長期の支援となる事を職員も自覚し支援に当たる。 
  スムーズに来所ができ、映画の話など世間話ができたことで、支援者が安心感を得てしま

い，支援を急いでしまった面があった。 
 
 

委員からの助言 
 
  支援をするにあたり、本人の状況や状態がどうかを確認し、本人の選択を尊重し、本人

を知り認めることが大事です。 
  支援の担当者は、はじめから本人のことを、「問題を抱えている」「出来ないことがあ

る」というように予断を持って向き合うことがないよう気を付けたいです。 
  既存のメニューに本人をあてはめるのではなく、本人の思いや求めていることの方に支

援を合わせていくような工夫も考えたいです。 
  支援を望んでいないということをめぐるその人の気持ちを、じっくり聞いていくことも

大切です。 
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【場面３】御家族から理解や協力を得ることが難しかった                      
 

【具体例】 
  ひきこもり状態である本人からは前向きな気持ちが感じ取れるが、家族が支援に対して

後ろ向きな気持ちを持っている。 
  親子で相談の場に来所するが、ひきこもり状態である本人の意見よりも、親の主張の方

が強い印象がある。 
  家族間の意見の違いや不和、経済面など、ひきこもりを経験している本人以外の家族に

おいて気になる点がある。 
 
 

支援のヒント〜支援を通して得られた担当者の学び・気づきより〜 
 
「家族の想いに寄り添う」 
  対応に疲れた御家族が、御自分が辛いために即刻の解決を望んでいると捉えられるケー

スがあった。家族の不安や心配について時間をかけて十分傾聴していくと，次第に御家
族が自分の気持ちや生活の大変さを話されるようになった。話して楽になったことが表
情にも表れ，関わる気力も出て対応も変化した。それが本人にも良い影響を与えた。 
 

「家族に丁寧に説明する」 
  本人のみではなく保護者が密に関わっているケースでは、本人と立てた見通しを共有する

場や保護者の気持ちを聞く場が定期的に必要だと感じた。 
 
「支援におけるキーパーソンを見つける」 
  家族がキーパーソンになり得るかをアセスメントし、困難であれば関係機関へつなぎ、本  

人支援を強化する。 
  親以外にもこの問題について一緒に取り組んでくれる人がいないかを早い段階で確認して

おくこと、親が高齢の場合、できれば親が元気なうちに一緒に来所してもらうようにする
こと。 

 
委員からの助言 

 
  家族には家族の思いや言い分があるので、本人だけでなく家族の気持ちも安心して語っ 

ていただき、理解する姿勢を大切にしたいです。 
  本人と家族は違う人間なので、意見や考えが違っても当然です。無理にまとめず、異な

る思いが共存し続けられるよう、対話を続けることも意識したいです。 
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4．鹿児島県ひきこもり地域支援センターについて 
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